




















































































種　　　　類 生　産　額 戸　　　数 1戸当り生産額
1　織物 1，242 ll，840 105
2　畳表及三雲 1，015 12，845 79
3　漁網地 865 4，761 182
4　和紙 861 ユ，705 505
5　果実 853
6　麦かん、経木真田 625 9，035 69
7　養蚕 443 9，482 47
8　牛（肥育の利益） 388 38，700 10
9　養鶏・鶏卵 353 66，415 5
10藁製品 263
ユユ筆 245 1，073 228
12麻糸 239 760 3ユ4
13牛（二二の利益） 238 30，000 8
14葉煙草 216
15花莚 194 3，251 60
16扱苧 83 1，976 42
17柿渋 73 1，166 63
18茶 57
19珊珊薄荷 53 36 1，472
20桧皮縄 50 350 143
21木履 46 75 613
22建具 35 335 ユ04
23馬（二二の利益） ユ3 4，000 3
計 8，450 197，805 43
資料：明治44年置副業調査」
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　『副業調査』はその冒頭で「広島県は農家一戸当り耕作反別ハ五反余歩殆と全国平均
の半に過ぎす　更に県下一ケ年の米生産額を見るに平年作百二十万石にして以て百六十
万の県民を養ふに足らす年々三四十万石の供給不足を諭せり故に農業のみを以て地方経
済を維持する能はさるは勿論なりといえども而も尚農業は地方経済の大宗たり」と，本
県農業の特性を指摘した後で，専業では農家家計の維持は容易とは言いがたく，農閑余
業・副業による追加所得の多寡に彼らの生活水準，厚生の充実度がかかっている，との
事実認識をもつことを，以下のような具体的な数字でもって強調している。すなわち，
最近年の推算によれば，　　　　　農産額　　3，255（万円）
　　　　　　　　　　　　　　　　畜産額　　198
　　　　　　　　　　　　　　　　蚕糸額　　　50
　　　　　　　　　　　　　　　　　計　　3，473
となり，これを現住農家戸数の20万2，300戸で除すと，1戸当りでは171円になる。「こ
れを県下現住戸数1戸当り収入二百四十二円に比すれば実に七十一円の劣収を見る」す
なわち「農家一戸当り経済を観察するときは未だ以てその富裕を称するに足らす」。し
たがって「この不足せる経済を補足し農家の生計を豊かならしめんとせは必ずや副業の
発達に待たさるへからす」。
　そこで，はたしてどの程度副業が展開していたのか，を観察するために「農家副業の
状況」欄に基づいて作成したものが，表6である。表6は産額の大きいものを上から準
に並べているので，まず何が主に農閑余業・副業によって営まれていたか，が判明する。
それによれば第1位が織物で，畳表・莫産，漁網地，和紙と続く。木綿織は第2節で観
察したような綿花栽培の衰退にどのように関係していたのか，興味あるところであるが，
これについては第5節で検討したい。5位に果実がきており，当時果実栽培は農家の本
業ではなく，副業として意識されていたことが知れる。つづいて麦桿真田，養蚕がきて，
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畜産，藁製品，筆，麻糸，葉煙草，花蕗，扱苧，柿渋，薄荷，檜墨縄，木履，建具となっ
ている。「新顔」も目立つが，その多くは旧幕時代からの重要な農閑余業・副業品目で
あったもので，ここに江戸時代との連続性を見いだすとともに，これら伝統的な産業が
20世紀に入っても依然として農家経済にとって大きな役割を果たしていたことがわかる。
　生産額に目をやると，10万円を超えているのが2品目あり，5万円以上となると4品
目が追加される。そして15位までが1万円を超えている，という状況であった。生産戸
数に関しては，大は6万戸台から小は数十戸と，その数字に大きな開きが見られ，前者
は県下で比較的広範に展開していたもの，後者はわずかに特定地域で営まれている，と
いう差異がうかがわれる。
　またこの両者の相違は，生産額を生産戸数で除した1戸当りの生産額にも鮮明に表れ
ている。すなわち前者に比べ，後者の取卸薄荷，木履，和紙などが格段に1戸当りの生
産額は大きかったようである：図5を見られたい。
　当時，広島県が奨励しつつあった副業の種類その生産額ならびに県のコミットの仕
方も，同じく『副業調査』から判明する。すなわちその「現に奨励しつつある副業の種
類及概況」欄によれば，（一）畜産，（二）養蚕，（三）果実，（四）麦桿真田，（五）畳表・莫
産，（六）織物，（七）花藷の7品について，その生産状況および県の奨励・育成策が示し
てある。表7がそれで，これから以下に示すようなことが観察される。
　　　　　　　　　　　表7　奨励しつつある特産品の現状
現 況
　一）畜産　本県は全国有数の畜産地にして就中牛
は四十三年現在頭数九万三千五百三十七頭同年出産
数一万五千八百四十五頭を産し農家副業中最も有利
なる者の一に属す。馬は同年現在頭数一万一千三百
九十八頭出産数六百三十二頭にして未だ牛の盛に及
はすといえども県下北部諸郡に於ては農家副業とし
て亦有望なるを失はす
　二）養蚕　近年漸く発展の傾向を示しさる三十八
年当時は一ケ年産額七千石なりしに四十三年は一万
一千余白に上り其進歩著しく農家副業として最も好
望なり
奨　励　方　法
　丁丁は産牛馬組合若は産牛馬組
合連合会に県費を以て種牡牛馬を
下付し又馬匹改良奨励の為産馬の
事業に従事する者青森県岩手県地
方より牝馬を購入したるときは県
費より其の運搬賃を補助す。其他
郡に於ては郡費を以て種牡牛馬を
購入し或は種牛場を設けて優良種
牡牛を飼育し其飼養管理の範を示
し又は共進会品評会を開きて品種
の優劣を較差品評し以て斯業改良
奨励に資す
　桑園増殖，稚蚕共同飼育，蚕齢消
毒に対し県費より補助費を支出し
又県郡に蚕業講習所を設置して斯
業技術の養成普及を図り其他郡又
は郡農会において桑苗圃，模範桑園
を設置し斯業の改良進歩を図れり
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　三）果実　本県は気候風土果樹の栽培に適し一ケ
年の果実産額八十五万円乃至百万円に上り前途頗る
有望なり
　四）麦桿及経木真田　海外輸出品たる本物産は三
十七八年頃より漸次発達し農家副業として至る所婦
女子の四時を利用して之を製造するを見る。県下に
於ける総産額は八十三方一千三百十二円にして其内
農家の副業と見なすへきもの六十二万骨千三四十二’
円を算す
　五）畳表及莫産　本県の特有物産にして古来農家
の副業として発達し其隆盛今日に至れり最近年の産
額は百四十三万七千九百一円にして其内農家の手に
成るもの百一万五千五十八円に上る
　六）織物　農家の一大副業たると共に一面家屋工
業として農家女子唯一の余業たり。製品の大部分は
木綿縞木綿縮にして地質堅牢紺色久しきに耐えるを
以て市場に歓迎せらる。一ケ年の産額は三百三十七
万五千九百五十五円にして其内農家の副業と見なす
へきもの百二十四万二千四百五十二円に上り農家副
業中其利益の最たるものなり
　七）花莚　海外輸出品として発達の沿革浅からす
といえども三十五年頃より販路に打撃を受け日露戦
後やや回復せしも近来又頓挫の傾向を示せり。県下
の総産額二十五万三十三円中農家副業として十九万
三千六百六十六円を算す。
　改良の機関は県立農事試験場己
斐分場専ら其任に当り果樹改良に
関する各種の試験及実地指導を行
ひ又郡若は郡農会に於ては苗木の
共同購入をなし町村に於ては記念
事業として各戸に樹苗の購入配布
をなし其他品評会の開催又は講習
講話の方法を以て当業者の智識を
啓発す
　奨励の方法は広島県真田同業組
合に県費一千円を補助し検査員を
置きて製品を検査せしめ粗製濫造
を防止すると共に佳良なる製品の
含声統一を図れり
　県は其主産地なる沼隈郡を一円
とする備後本四畳表同業組合に県
費一千円を補助し前項と同一方法
に依り劣品を排除し良品の産出を
奨励せしむ
　県は深安郡福山町に工業試験場
を置き斯業改良指導の先駆たらし
む
　本業の改善発達は亦県立工業試
験場において企画経営す
資料・明治44年『副業調査』
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　1　表6と突き合わせてみると，この7品は15位の添田を除いて，いずれも生産額の
上位に属している。目下，農家経済に多大な貢献をしており，今後も有望，有利なこれ
らの産品をいっそう発展させようという意図がうかがわれる。
　2　藩中の数字から，副業による生産額の対総生産額比率一以下，副業率と呼ぶ一
一が求められる。（一）畜産，（二）養蚕，（三）果実は大部分が「副業」によるものであ
ろうかω，ことさら総生産額の表示はない。農家の婦女子による（四）麦桿真田の副業率
は75．2％，（五）畳表・莫藍は70．6％。農家副業の筆頭，（六）織物は36．8％。（七）花蒲77．
2％であった。織物の副業率の低さに注目したい。おそらく日露戦後であろうが，力織
機を備えた工場が出現し，本業者が急増していたことを示唆する。畳表・莫産も3割近
くが本業での生産となっている。これらの数字は，明治41年の福山地方における農家の
様子を述べた「福山伺書綴」（3）の「従来米綿麦作ヲ以テ主業トシ畳表木綿織縄撚等ヲ以
テ余業トナシタガ，近来其余業タル製造業大二発達隆盛トナリ，既二芦品郡深安郡北部
隔意リテハ木綿ノ製造ヲ，又深安郡東部二在リテハ縄撚ヲ，沼隈郡二在リテハ畳表花莚
ノ製造ヲ主業ト為スモノ勘カラズ」に符合する。
　3　県のコミットの仕方は，いうところの制度的枠組の整備である。試験場を設けた
りという特産品開発のみならず，各種の補助金を出したり，また講習所や品評会を催す
などして積極的に育成・支援していた模様だ。
　さて，このような育成策のもと，はたして県下各農村ではいかなる農閑余業・副業が
展開しており，その農家家計への貢献はどのようであったのか，村レベルにまで降りて
みていこつ。
4．2　モデル村の観察
4．2．1　『副業調査』に基づく副業隆盛村への接近
　『副業調査』はその最後に，特産品奨励のモデル村として「副業のために一般農家の
経済状態の特に良好なる農村」を列挙している。その内容に若干の精粗はみられるもの
の，特産品名や生産額などを記載しており，農家経済の実態に接近するひとつの貴重な
情報となる。
　資料としてはこの他に，大正元年広島県農会の発行した『芸備の園芸』（以下，「園芸」
と略称する）が現存し，これも利用したい。その緒言には
　時勢の変遷と生括の上進とは近時本県の園芸業をして著しく発展の機運を示し来たれ
り，就中南部沿岸地方に於ける柑橘栽培の如き広島市及び福山町を中心とする近接地の
疏菜栽培の如き頗る長足の進歩を呈しその生産の発余品質の優良往々先進府県に匹敵す
るに足るものあり，今回本会主催園芸品評会を機とし主要なるものに就き其都市当局者
を煩わし是等の事項を調査編纂し以て当業者の参考に資せんとす……
とあり，生活水準の向上にともなう消費需要の伸びの見られるこの好機を活かして，果
実や近郊野菜のいっそうの生産拡大を奨励している。幸いなことに『園芸』の調査年度
は明治44年となっており，この点も都合が良い。また訳書とも記載対象が村ということ
で，これまでの郡単位よりいくぶん細やかな観察が可能となる。ともかくここでは何よ
りも一つひとつの観察の積み重ねを大切にしたい，と考えている。なお観察に入る前に
モデル村の所在地を明らかにしておくことは，これからの観察にとって必要かつ便利だ
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図6　広島県郡市町村界図
と思われるので，図6を作成した。
　さきに農閑余業・副業の旧幕時代からの継続性について触れたが，たしかに特産品の
大半は伝統的な産品であった。と同時に，明治中期までの諸資料　　　例えば『農事調
査書』など　　には「顔」を出してないが，強力なニューフェースがみられるので，
このふたつに分けて観察していこう。まずは後者の新興産品から。
　新興産品
　20世紀にはいってから農家の追加所得として大きな貢献をはじめた産品に果実や養蚕
がある。図6をみれば，いずれも果実の特産地は瀬戸内海沿岸，島しょ部である。
　安芸郡の上下蒲刈島村は『園芸』にも「蒲刈の蜜柑」として頁を割いてある位，名を
馳せていた。「下蒲刈島村，上蒲刈島村　蒲刈蜜柑の原産地にして産額実に三万四千二
百二二を算す」とある。
　同じく安芸郡の「倉橋島村」にも「本村字尾立区の特産にして産額八千四百余円に上
る」との記載があるが，品名は明記されてない。おそらく蜜柑であろう。
　豊田郡の大長村，久友村，北生口村については，「本郡における副業にして農家経済
上良好なるものは果物の栽培にして就中柑橘をもって其最たるものとす而して経済上特
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に良好なる地方は大長村，久友村，北生口村にして三村の一ケ年産額十一万余円に上る」。
ちなみに各村の現住人口と戸数一残念ながら農家人口・戸数ではない一は大長村
2，921（491），久友村2，648（544），北生口村1，730（312）。生口島では維新後，洋食習慣
の拡大を考えてぶどう栽培もはじめている。そこからさらに周辺にひろまったという（4）。
西日本における最も歴史のある，柑橘先進地域として知られるようになった大長村では
明治31年忌は栽培面積が100ヘクタールを超え，樹種も普通温州・早生温州・八朔・ネー
ブル・オレンジ・レモンなどと増え，ことに明治36年の早生温州の導入以来，急増し，
またこの頃から本県や愛媛県の近隣島懊部へも，「渡り作」と称して愚直を利用しての
出作りを行い，瀬戸内柑橘農業の中心的位置を占めてきたもようだ（5）。
　御調郡「田熊村」では「柑橘の栽培最も盛にして農家経済に稗益するの少なからず」
とある。「柑橘」とあるが，八朔の発祥地として知られ，また『園芸』によれば「金柑」
もそうとう作っていた。「村内で十六町を算し，明治四十四年に於ける産額は三万五千
貫にして此金額は五千六百円に達す」（p．583）。その収支計算によれば，80円の収入に
対して支出を差し引いた純益が35円となっているから，収益率は良かったようだ。
　『広島県史・近代H』によれば（p．330），県では家族全員の季節的過剰労働力の利用
による一したがって春・秋蚕中心一副業形態での展開をのぞみ，農民もその方針
を受けて，桑畑と労働力の自給を原則とし，母屋や納屋などで行なっていたという蚕業
については，同じ御調郡の「向島西村，菅野村」において「近来蚕業著しく発達し農家
経済頗る豊かなり」の記載がある。
　双三郡の「和田村」は「副業のため農村の経済状態良好なるに至りたる適切なる例は
本村に於て之を見る。」としてかなり詳しく記載している。「蓋本村の戸数五百二十二
の中三百五十三戸は殆と小作者にして殊に同村は山林に乏しく堆肥の供給に不足を感じ
田畑は為に痩地と化し之を回復するに金肥を多投するの資力なく疲弊の極に達したりし
か当局より副業として蚕業の必要なるを勧奨したると篤志家の進んで範を示したるとに
依り盛に桑園を増設し蚕業に従事するもの年次増加するの好況を呈し最近年に於て春夏
秋蚕に依りて得る金額九千円を算す。又最近婦女の副業として畳表焦心塵の製織に従事
するもの漸く増加し之より得る収入又一ケ年二千円を下らすと言う。同村は村民共同の
利益を保持するの目的をもって同村購買組合に合するに販売組合を以てし村農会におい
ては特に無作及畳表製造に関し実業者の共同視察を斡旋し金肥の如きも購買組合により
共同購入の利益を受け農家経済良好を呈し昨年末同村信用組合貯金額のごとき金一万三
千五百円を示すに至れり」。これは畳表の製織が内陸地域にまで浸透している一例。そ
の際，購買組合が大きな役割を果たしており，その貢献は注目に値する。
　比婆郡の「西城町，丸面登村」は，鉄山業の不振による衰退経済を養蚕の導入で立ち
直らせようとしたケース。「近年養蚕業発達の為一般農家の富力増加し従て金融に及ぼ
す影響少なからす殊に秋繭と称し普通取引時期のほか七月九月の両度に去て取引をなす
等金融上大に注目すへきものあり」という。
　明治42年には郡立蚕業講習所を町内に開設し，講習生を各村に募ったりしている同郡
の「比和村」では「畜産及養蚕業発達のため経済状態良好に向ひ納税の速かなる負債の
減少したる等全く農家富力増進の致す所なり」とある。
　佐伯郡「大竹町，油見村」では明治20年代から「農家の副業として養蚕業をなし稚蚕
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共同飼育，殺乾繭室の共同設置，消毒器共同使用等を行ひ春夏秋蚕を通して飼育し経済
一般に豊かなり」。ちなみに大正初年，大竹・油見の250戸の養蚕農業で1万2000貫の繭
の生産があった：『大竹市史」。
　伝統的な産品
　一方，旧幕時代以来の伝統的な特産品の方はどうであったのか，さっそく見ていこう。
　安芸郡熊野村は「毛筆の産地にして其沿革古く村民は農閑又は夜間に製造に従事し一
ケ年の産額十七万余円に上り熊野筆の名遠近に聞こゆ」と記す。佐中・西村（1983＞に
よれば，明治31年までは緩やかに伸び，以降急上昇し，33年には33万円に上る。明治期
後半6～7千人の人口，千二，三百の戸数も順調に増加していた，とある：pp，79－50。
　宇佐郡三川村は旧幕以来の麻苧の産地で，明治末期から大正期にかけて最盛期を迎え，
「佐東町史』によれば，その頃，煮扱屋は30軒余，扱苧を近在の婦女子の手内職に出し，
糸に加工する麻糸屋は13軒余。明治33年の「工産物調査表』には，製麻，麻糸，麻織物
合わせて，その製造戸数370，織工数男70，女1，210。大部分が専業で，農家の副業は約
2割とある。
　川内村（現在，広島市安佐南区）は広島菜の産地であったばかりでなく，麻糸，畳緑，
蚊屋地などの加工も，農閑余業・副業によっておこなっていた。『勧業年報」によれぽ，
明治27年の生産戸数は麻糸l13，畳緑29，蚊屋地25，これを農家戸数で除すると，ほぼ
4軒に1軒の割合で麻製品の加工に従事していたことがわかる。当村では又，明治中期
に衰退した綿作に代わって養蚕業も伸びていた。これからの製品は太田川水運によって
運ばれていた訳であるが，川船の数は郡内最高の！18を有し，水運業の盛んなところで
もあった。当然，船稼ぎ，運送稼ぎという手間取りにも農家の家計に少なからざる貢献
を果たしていたはずである。このような三川村，川内村について「面訴の主産地にして
一ケ月の総産額は十二万九百五十貫価額二十七万七千八百六十円なるも農家の副業とし
て経営せるものは其二割即五万七千余円と註せられる」と記す。
　明治末年からぶどうの栽培が盛大になりつつあった安芸郡「船越村」は「むしろ産地
にして産額一万円以上と推算せられる」とある。
　木野川紙で有名な佐伯郡の「大竹町，小方村，木野村」における「製紙は此地方の特
有物産にして村民の過半は副業として従事し其一ケ年産額約十万円を算す」とある。明
治23年の製紙戸数392，生産額6万3，700円との数字からすれば：『大竹市史』，大きな
成長はしていないが，手漉きという技術制約が効いていたのだろう。明治末から機械漉
きが始まったもよう。
　安佐郡の可部村，中原村，亀山村は「山繭紬の主産地にして十数年前までは農家の副
業のみにて其当時は各自が原料を購求織り揚げたるものを問屋に売却するの習慣なりし
か近来に至りては織元が原料を供給するは勿論縞柄も指定し所謂賃織をなさしめ居れり
而して本郡全体の産額は一ケ年四万五千八百三十六反価額八万四千四百二十五円なるも
農家の副業として産出するものは三万三千八百三十六反其価額六万五千二百二十五円な
り」とある。
　同じく「落合村，八木村，深川村」では「本郡木履の大部分は専業にして其産額一ケ
年百五十八万三千八百八十足（価額十八万二千二百十円）にして以前は落合村のみなり
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しか近来に至りては八木村深川村其の他継歯にも副業として産出するを見るその副業産
出額は四十三万六千六百八十足（価額四万五千八百五十円）を算す」とある。
　賀茂郡の「広村，阿賀村」は「漁網地の主産地にして婦女子の副業になり其一ケ年産
額十万に上る」と記す。
　明治中期に沼隈郡や御調郡を中心に約300町歩の栽培面積から明治末・大正初年には
約800～900町歩へと拡大している藺や畳表に眼を移すと（6），芸北の「山県郡吉坂村は藺
の栽培に適し一般農業の余暇において畳表の製造に従事しつつあり其産額一ケ年三千八
百余円に達す絶て細民の経済やや豊かなるの状あり」とある。米作中心の農山村，吉坂
村の農家の副業に成るものとしては，畳表や養蚕，麻の栽培などがあったが，ことに畳
表は「吉木表」として名を馳せていた。
　御調郡「栗原村，美の郷村，木の庄村，吉和村，貢村」は「心慮の主産地にして農家
経済最も豊かなり」とある。
　沼隈郡の「西部及南部各村」では「畳表花蒲の主産地にして農家の至緊至要なる副業
に属す従て農家多年の知識経験により今日の隆盛を致し畳表は一ケ年四十三万七千余円
花々は十九万三千余円を産出す」という盛況ぶり。
　一方，沼隈郡の「東部富村」は備後木綿の有力産地。「織物を以て主なる副業とし数
年前迄は微弱なりしも硫化染料使用後とみに増加し一ケ年産額二十三万一千余円を算す
るに至れり。其他繭麦価真田は中流以上菰網笠円座等は下流にして資本に欠乏せる農家
の副業になり経済一途に富かなり」と記載している。
　深安郡の「川南村，其他熱血」では，宝永8年の『備後郡村誌』に「女ハ木綿を織稼
二曲」とある「川南村地方を主とし郡内一般織物盛んにして農家婦女子賃織業になり其
産額一ケ年四万円を超ゆ」とある。
　また深安郡の「各町村」については，「本郡は摺縄の産地にして一ケ年産額十万円を
算し何れも農家副業に成り年々製造戸数増加し近来は器械をもって製造するに至りたる
をもって産額著しく増加す」とも記載している。
　なんといっても備後木綿といえば，芦品郡の各町村。「府中町，網引村，新市町，服
部村，福相村，有磨村を中心として其他郡内一般農家婦女子の副業として木綿織を産し
其産額一ケ年五十円に及ぶ有名なる備後縮は此地方の産なり」と記す。
　同じく芦品郡の阿字村，木野山村では芦田川の支流，阿字川の清流を使い，その「和
紙産額四万余円に上り農家経済を助くもの少なからず」とある。
　以上，モデル村への接近を試みた。これらの諸村では「経済一般にゆたかなり」とあ
るが，たしかにその記述を裏づけるような傍証も管見の限りではあるが，かなりの程度
存在した。しかし，気にかかる点が残る。さきほど明治23年の「農事調査書』に拠って
郡別の産品（谷村，1987：表2）と突き合わせを行なった結果，新たなる特産品を見い
だしたが，これとは逆に，この資料には出てこない産品もみうけられたことである。な
かでも，安芸木綿とくに能美木綿という有名を馳せた諸村の名が，この資料には登場し
ていない。特産品の衰退は生産農家の経済厚生を下げたり，不安定にする可能性が高い。
したがって両資料の突き合わせの結果，村名が消えたことが特産品の衰退を意味すると
すれば，ことは重大である。ただこの点に関しては留保が必要となる。というのも，
『副業調査』には模範とすべきモデル村のみが挙がっており，『農事調査書』のように
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「余業の著しきものなく，偶々…」（深津郡）というような場合にも事細かく取り上げる，
というようなことはない。それゆえ『農事調査書』に記載されているにもかかわらず
『副業調査』からはその名が消えたからといって，ただちにその産品の市場からの衰退・
退出を意味しない。それはもともと取るに足らない程度の産品であった可能性があるの
だから。そこで両書を比較する際にはこの点を踏まえて個別に当たることが必要になる
のであるが，結論を述べると，農家副業による主要な特産品に関しては，例えば除虫菊
や煙草一ただし逓減傾向にある　　などを除いておおむね取り上げられている，と
いえる。
4．2．2．『風俗調査』による接近
　ところで沼隈郡には，県が大正2年に郡内の人情・風俗について調査した『郡内風俗
に関する調査』（以下，「風俗調査』と略称する）が残存しており（7），そこに収められて
いる数か村については村ごとに，産業の状況や農家副業についてかなりのスペースを割
き，これらと生活態度，人情ならびに風俗との関わり合いを記載してある。そこでこれ
を基にして表8を作成した。また，先に『副業調査』では沼隈郡内の東部と西・南部に
おいて副業の展開状況に差異がみられることが観察されたが，以下でみるように『風俗
調査』ではさらに純農村からの離脱村，都市近傍村，島しょ部の類型に分けて観察がで
き，図ユの農村経済の4類型における経済厚生と農業生産や副業の関係を考察する上で，
諸村の具体的な記述は参考に値する。さっそく表8を見ると，
表8　沼隈郡内4か村の経済状況
郷分村
山手村
柳津村
一労働を重んずるの美風あり、二質素の良風あり。然れども近年産業の状態は
織物に疏菜栽培に薄荷の売買に或は養蚕の増加に漸時発達すると共に、半農半
商の増加に伴い次第に華美に赴かんとするの憂なきにあらず。生業の進歩に伴
ふ生活の向上は喜ばしきところなれども其弊のみを受くることなからんか。
一般に勤勉節倹素朴の良風ありて農家の副業として逐年養蚕を発達せり。又中
等以下の人民に在りては農業の傍ら約一里を隔つる福山へ左官の手伝或は其他
の土木業に日々出稼をなす者多し。此の収得金の警部を貯蓄する習慣を養成す
るため青年会においては強制的の貯金をなさしめ…
郡の西上に位し西は松永町に接し人口二千、戸数は五百。一小市街地其中心を
なし其の他の人家は所どころに散在し、比較的人口は稠密にして半農半商の地
なり。副業としては花むしろ畳表浜稼等最も大なるものなり。就中販売業者な
るもの五戸あり。村内は勿論近郷より産出する花むしろ畳表の大部は其の営業
者の手に依りて神戸京阪神地方に輸出せらる。勤労：星を戴きて耕し星を戴き
て帰るは農家の常なりといえども常に夜業につとめ三伏の暑さも厭はず北風肌
を貫くの寒気にも屈せず夜は十二時を過ぎて表機の音を聞くこともあり。結論：
之を要するに本村の美点とするところは質素勤労円満一致。
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百島村 尾道市より二海里余の海中に達せる孤島…耕地一般に人口に比して少なく而か
も土地や概ね痩地にして…農業のみをもって生計を維持すること不可能に属す。
故に壮心満たる快男児は故郷を後に遠く海外及遠隔の地に出稼して家に残れる
のは妻子老幼のみ。故に妻女は家に於ける中堅たるや必然の事に属す。…一般
に女子の勤労活動は言語に絶す。単に家産の中以下に属するもののみにあらず
上流より下流に至る迄一斉に朝はつとに起きて野に出で夜は月を踏んで帰る。
本村は農業本位の地にして漁民を交ゆ随って農閑の時期に当り留守家族は只従
前より仕来たりの漁網を編むの外にこれと言ふべき副業更になく其網結をも近
来賃銭頓に下落して適当の副業と言うべからず。
資料：『郡内風俗に関する調査』
　郷分村では，次第に余業・副業が入り込み，次第に純農村から変貌しつつある村の様
子がうかがわれる。経済的に相当程度，余裕のある農村経済を示す一例であろう。
　山手村は都市近傍という地の利を活かした農外就業機会にも恵まれて，余力を残す反
面，消費機会にも事欠かず，ともすれば活発になりがちな消費行動を抑えようとする状
況が知れる。
　農閑余業・副業にも恵まれ，これに従事するも，このことは農作活動の不活発を意味
しない。柳津村は，この格好の例となっている。夜業に励むのは，星を戴いて帰宅の後
である。ここには江戸時代の「勤勉革命」（速水融）の継続を見いだすことができる。
　これまでの諸村とは経済状況を一変させているのが，百島村。生存水準ギリギリの農
業では家計の維持が心許ないにもかかわらず，適当な農閑余業・副業が見当らず，やむ
なく専業農家として筆舌に尽くし難い農作業を黙々と続けている有様は，痩せて，かつ
耕地の乏しい島しょ部では，適当な農外就業機会のない限り，広範に見られていたもの
と推察される。
　ところで図1の農村経済の4類型と，これらの諸村はいかなる対応関係にあるのだろ
うか。強いて言えば，以下のように対応しているものと考えられる。
純農村から離脱
都市近傍
都市近傍
島しょ部
なお，
郷分村
山手村
柳津二
百島村
沼隈東部　…　類型1
同上　…類型II
沼隈西部　…　類型IH
沼隈南部　…　類型皿
　　　　ここで類型Wにはいずれの村も該当していない。これは，上記の4か村に限っ
ていえばこの類型にはあてはまりにくいからだが，理由はほかにもある。おそらく第2
節（その小括を参照されたい），そしてこの第3節での観察から，類型IVと類型皿の村
はしだいに減少していったとおもわれるからである。
4．　3　　！」、　　　才舌
　ここで簡単にこれまでの観察結果を図1と比較する形で示すと，図7のようにまとめ
ることができよう。みられるように，戸別の農業生産性の上昇かつ生産性の平準化によっ
て図1の布置よりも右に寄り，かつある程度スリムな楕円形になるとともに，農閑余業・
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副業の進展とも相成って，上方にもややシ
フトしている。
　さてこうみてくると，少なくとも類型1
や類型Hに属する村の場合，農民は過酷な
までの労働ではあったが，その代償として
相当程度の経済厚生を享受していたもよう
である。ただ，数は少なくなりつつあると
はいえ，このタイプ分けでいえば類型皿の
農民たちの経済活動に接近していく必要が
あるようにおもわれる。そこで次節では，
とりわけかつては著名な棉花の栽培地で，
それが衰退したにもかかわらず（第2節），
その後，この節でみた限りでは際立った農
閑余業・副業に恵まれることもなく，しか
も第2節でみたように農業生産性のあまり
高くない地域，具体的には能美木綿の産地，
能美島を主な対象地域としたい。その際，
さきほどみてきた備後木綿地域との比較は
試みる価値がありそうである。
　　　ヰ
農閑余業の展開度
類型H 　類型1
_業生産性
類型皿 類型IV
図7　20世紀前期における農村の布置
注
（1）『広島県史・近代資料編H』pp。352－61
（2）鈴木（1930，p．2）によれば，「厳密な意味から云へば，養蚕，養畜，園芸の如きすべて農業に
　　包含せらるべきもので副業と言ひ得るものでないが，併し我国の農業は一戸一町一反を平均とす
　　る耕種農業であり動物の飼育，生産品の加工等悉く副業として取扱はれ且つ奨励されて来た」と
　　いう。
（3）『広島県史・近代1』p．773
（4）『広島県史・地誌編』p．915
（5）『広島県史・地誌編』p．933
（6）『広島県史・近代H』p．331
（7）『広島県史・近代現代資料編皿』pp．375－89
（8）勤勉に対して酬いるところの少ない土地の生活風景については広島ではないが，山口県の大島
　　郡白木村長崎を克明に描いた宮本（1984）がある。
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